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１．開催日時 
 2020 年 1 月 26 日～31 日 

 

２．開催場所 
 Hilton Daytona Beach Resort and Ocean Center Daytona 

Beach, Florida, USA  

 

３．国際会議報告 
本国際会議に参加するにあたり，プログラムチェアであ

る産業技術総合研究所中部センターの福島学先生にお誘

いを頂き，「Enhancement of Bending Strength, Thermal 

Stability and Recyclability of Carbon-Fiber-Reinforced 

Thermoplastics by Using Silica Nano Colloids」と題した招待

講演を行う機会に恵まれた．この国際会議の参加は今回で

二回目とあって，勝手が分かっている．二年前と違って，

気分的な余裕をもって 1 月 26 日に中部国際空港を出発す

ることができたはずなのだが，新型コロナウイルスの影響

で物々しい雰囲気を各空港で感じることになった． 

学会会場には日本からの参加者も多く見られたが，新型

コロナウイルスの影響で中国からの参加者は少なく思え

た．私の発表は，FOCUSED SESSION 4: Green Technologies 

and Ceramic/Carbon Reinforced Polymers CURRENT 

SESSION: Novel process and characterization technology of 

fiber, filler, matrix, composites, and their reused or recycled 

materials と題するセッションで行われた．本セッションで

は，日本，アメリカ，イギリス，ブラジル，コロンビアの

研究者らが精力的な研究発表を行っていた．日本からの発

表件数は多く，改めてこの分野をリードしていることを認

識することになった． 

発表内容は炭素繊維強化熱可塑性樹脂（CFRTP）の炭素

繊維と熱可塑性樹脂間の界面接着性を向上しつつ，熱処理

によるリサイクルを実現するために，耐熱性かつ親水性の

シリカナノコロイドを調製し炭素繊維表面に修飾する技

術の有用性についてである 1)．本技術により従来の

CFRTP の力学物性を向上させるだけでなく，リサイクル

炭素繊維の品質を向上させることに成功した．ディスカッ

ションでは炭素繊維とナイロン樹脂との界面の接着性に

ついて質問が集中した．セラミックスがメインの学会では

あるが，複合材料の界面における接着性の問題は，分野を

問わずホットな

トピックであり，

革新的な技術の

開発が期待され

ている．まだまだ

実験することが

あるなと感じる

収穫があった． 

また今回の助

成では同じく CF 

RTP の研究ポス

ター発表を行う

大学院生にも援

助していただい

た．ポスター会場

には企業による

展示もあり，大変

盛況であった．企業のブースを取り囲むように学会参加者

の研究ポスターが掲示されており，日本ではあまりお目に

かかれないスタイルであった．ここでも日本人発表者が目

立っていたように思われる．17 時半スタートの発表であ

ったため，ドリンクとフードの提供があった．やはり，巻

き寿司とソバ，素麺など日本食が目立っていた．図 1 の写

真に示すように，ポスター発表では海外の研究者と積極的

なディスカッションを行えたものと信じる．この経験が今

後の研究生活に大いに活かされることを期待する． 
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図 1 同伴学生によるポスター発表 




